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協
同
組
合 

東
金
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

事
務
局
長　

家
村　

吉
隆

〔
組
合
の
概
要
〕

　
　

所
在
地　
　

千
葉
県
東
金
市
東
岩
崎
８
番
地
10

　
　

設　
　

立　
　

昭
和
46
年
３
月
25
日

　

  　
　
　
　
　
　
　

※
Ｓ
Ｃ
オ
ー
プ
ン
日  

昭
和
53
年
11
月
10
日

　
　

理
事
長　
　

中
村 

秀
朗

　
　

組
合
員
数　
　

37
組
合
員

　

昭
和
43
年
に
協
同
組
合
東
金
専
門
店
会
に
て
共
同
店
舗
の
研
究
に
入
り
、
昭
和

46
年
に
組
合
員
32
名
で
協
同
組
合
東
金
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
ま

し
た
。

　

昭
和
49
年
に
東
金
駅
東
口
土
地
区
画
整
理
組
合
が
設
立
認
可
と
な
り
、
駅
東
口

総
合
開
発
計
画
及
び
予
想
図
・
模
型
等
作
成
し
市
当
局
並
び
に
各
関
係
機
関
へ
Ｐ

Ｒ
を
し
、昭
和
53
年
11
月
に
中
小
企
業
高
度
化
資
金
の
貸
付
を
受
け
、東
金
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー 

サ
ン
ピ
ア
が
オ
ー
プ
ン（
組
合
員
28
名
）し
ま
し
た
。
当
初
は
、

こ
の
地
域
に
生
ま
れ
、
こ
の
地
域
に
育
っ
た
組
合
員
の
元
で
、
一
業
種
一
店
舗
・

扇
屋
ジ
ャ
ス
コ
を
キ
ー
テ
ナ
ン
ト
と
し
た
Ｓ
Ｃ
と
し
て
、
商
業
活
動
を
通
じ
て
、

こ
の
地
域
の
生
活
者
へ
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。

　

昭
和
58
年
に
サ
ー
ビ
ス
機
能
の
店
舗
を
設
置
す
る
為
、一
部
増
築
を
し
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
近
隣
の
競
合
店
と
の
競
争
も
あ
り
、
更
に
地
域
の
生
活
者
ニ
ー
ズ
の
質

的
な
変
化
に
対
応
す
べ
く
全
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
平
成
５
年
に
実
施
し
、
組
合
員

の
一
業
種
一
店
舗
だ
け
で
は
な
く
、
館
内
競
合
を
す
べ
く
テ
ナ
ン
ト
を
配
置
し
、

魅
力
あ
る
Ｓ
Ｃ
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　

組
合
事
業
と
し
ま
し
て
は
、
共
同
販
促
事
業
、
共
同
購
入
事
業
、
教
育
情
報
事

業
、ク
レ
ジ
ッ
ト
事
業
、

金
融
事
業
を
行
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

Ｓ
Ｃ
オ
ー
プ
ン
以
来

30
年
が
経
過
し
、
こ
の

地
域
を
取
り
巻
く
商
業

環
境
も
大
変
身
し
て
お

り
、
今
後
も
更
に
組
合

員
一
丸
と
な
っ
て
次
へ

の
ス
テ
ッ
プ
を
図
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

事務局責任者協会だより

　

流
山
工
業
団
地
協
同
組
合
は
、
流
山

市
商
工
会
工
業
部
会
に
お
い
て
住
工
混

在
問
題
を
解
消
す
る
べ
く
有
志
が
集
ま

り
流
山
市
中
小
企
業
工
業
団
地
調
査
研

究
会
、（
仮
称
）
流
山
工
業
団
地
協
同
組

合
が
組
織
さ
れ
、
そ
の
中
か
ら
昭
和
61

年
６
月
に
組
合
員
26
社
で
流
山
工
業
団

地
協
同
組
合
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

工
業
団
地
へ
の
進
出
が
決
定
す
る
ま

で
の
草
創
期
間
は
、
制
度
資
金
を
利
用

す
る
た
め
の
頭
金
の
預
金
、
工
業
団
地

や
協
同
組
合
を
理
解
す
る
た
め
に
先
進
工
業
団
地
へ
の
視
察
、
組
合
員
間
の
工
場
見

学
を
行
な
い
相
互
に
事
業
内
容
を
理
解
す
る
等
の
事
業
を
中
心
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

工
業
団
地
へ
の
進
出
は
、
土
地
の
取
得
、
造
成
に
つ
い
て
は
公
害
防
止
事
業
の
制

度
資
金
を
利
用
し
、
平
成
元
年
４
月
よ
り
造
成
工
事
に
着
手
、
共
同
受
電
を
実
施

す
る
計
画
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
電
気
、
電
話
線
を
地
中
化
す
る
た
め
に
配
管
を
埋

設
す
る
工
事
を
こ
の
時
点
で
実
施
し
ま
し
た
。
工
場
等
の
建
設
は
、
千
葉
県
の
高
度

化
資
金
を
利
用
し
平
成
２
年
10
月
よ
り
建
築
工
事
に
着
手
、
平
成
３
年
５
月
に
工

業
団
地
が
完
成
し
ま
し
た
。
当
工
業
団
地
は
、
常
磐
高
速
道
路
流
山
Ｉ
Ｃ
ま
で
５
分

程
の
距
離
に
あ
り
東
京
に
限
ら
ず
、
多
方
面
へ
の
交
通
の
便
が
非
常
に
良
い
上
、
周

辺
に
は
緑
地
も
多
く
あ
り
好
立
地
に
あ
り
ま
す
。

　

移
転
後
17
年
が
経
過
し
、
現
在
組
合
員
は
16
社
、
高
橋
理
事
長
の
下
職
員
４
名

の
体
制
で
組
合
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
主
な
共
同
事
業
は
、
共
同
受
電
、
共

同
駐
車
場
、
金
融
事
業
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
昨
年
よ
り
組
合
員
の
希
望
も

あ
り
外
国
人
研
修
生
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。本
事
業
の
一
番
の
問
題
点
は
言
葉
で
、

言
葉
の
壁
は
研
修
生
の
日
本
語
の
勉
強
に
望
む
姿
勢
で
決
ま
っ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
が
、
研
修
生
に
日
記
を
書
い
て
も
ら
い
、
添
削
を
行
な
い
日
本
語
の
勉
強

を
組
合
と
し
て
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
新
た
な
取
組
み
と
し
て
中
央
労
働
災
害
防
止
協
会
の
た
ん
ぽ
ぽ
計

画
に
よ
る
支
援
を
受
け
工
場
に
お
け
る
安
全
衛
生
の
向
上
に
向
け
た
取
組
み
を
し

て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
３
月
に
工
業
団
地
建
設
時
の
借
入
が
完
済
さ
れ
る
こ
と
か
ら
千
葉
県

中
小
企
業
団
体
中
央
会
よ
り
組
合
等
新
分
野
開
拓
支
援
事
業
の
助
成
を
受
け
、
種
々

の
問
題
に
つ
い
て
の
調
査
、
研
究
を
現
在
行
な
っ
て
お
り
、
先
進
団
地
の
皆
様
に
は

ご
助
言
、
ご
指
導
を
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

発行　千葉県中小企業団体事務局責任者協会
住所　千葉市中央区千葉港４－２
　　　　　　　千葉県中小企業団体中央会内
　　   TEL 043-306-3282　FAX 043-247-8410

千葉県中小企業団体事務局責任者協会機関紙

第3号

千葉県貿易（協）　共同販売事業　千葉トレードセンター

組合運営・企業経営研究会

 事務局からのお知らせ
会員各位の英知と真摯な取り組みを紹介する場として、組合の課題解決や組合員企業の経営
改善に資すると共に、協会の活性化推進に寄与できれば幸いです。
事務局責任者協会だよりの第３号を刊行できましたことを関係各位に心より感謝申し上げます。
※本年度の事業実施状況、各種ご案内は下記のとおりです。

2 月 2 5 日 第１回通常総会
4 月 2 8 日 研修委員会
4 月 3 0 日 広報委員会
6 月  5 日 中小企業組合・中央会との意見・情報交換会
9 月 1 1日 組合運営・企業経営研究会
1 0 月 2 7 ， 2 8 日 組合事務研修会（柏地区，銚子地区）
1 2 月 1 0 日 視察研修（ナカン株式会社、千葉トレードセンター）

サンピア外観

  

流
山
工
業
団
地
協
同
組
合

事
務
局
長　

長
橋　

敏
男

流山工業団地全景

Ｑ．地域力連携拠点（中央会）では何ができるの？
　　組合員企業が直面する課題に対しきめ細やかな支援を行います。（相談受付中）
　　応援コーディネーター（中小企業診断士）による経営全般の相談が可能です。（相談無料）
　　�中小企業新事業活動促進法に基づく経営革新計画の作成を支援します！（相談無料）　　　

〝がんばる企業〟として県の承認を受けると、信用保証の特例や税制面での優遇等、各種支
援策を活用できる対象となります。

　　課題点が高度な内容の場合、専門家派遣を利用した解決を図ることも可能です。
　　地域資源の活用、農商工連携、事業承継、創業・再チャレンジ支援に関する相談も受付中。
　　組合員企業の前向きな取組みを全力でサポートします！ 
　　お問合せは連携支援部 経営支援グループまで。（☎043-306-3282）

千葉県貿易（協） 千葉鉄工業団地（協）組合員
ナカン株式会社　佐倉工場　

経営者の味方〝地域力連携拠点〟千葉県中小企業団体中央会がご支援します！

視察研修
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「
国
指
定
工
業
団
地
第
一
号
」　　
　

船
橋
機
械
金
属
工
業
協
同
組
合　

専
務
理
事　

中
村　

晃

〔
組
合
の
概
要
〕

　
　

所　

在　

地　
　

千
葉
県
船
橋
市

　
　

設　
　
　

立　
　

昭
和
34
年
12
月

　
　

理　

事　

長　
　

板
谷　

直
正

　
　

組　

合　

員　
　

47
社
（
出
資
金　

１
，
５
７
２
万
円
）

　
　

事　
　
　

業　
　

共
同
受
注
事
業
・
共
同
施
設
利
用
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

共
同
金
融
事
業
・
教
育
情
報
事
業

	

　
　
　
　　
　

福
利
厚
生
事
業
・
労
務
管
理
事
業

　

船
橋
機
械
金
属
工
業
協
同
組
合
は
、
昭
和
29
年
～
33
年
頃
に
各
社
単
独
に
操
業

を
続
け
て
き
た
機
械
金
属
業
界
に
お
い
て
も
業
界
有
志
の
努
力
に
よ
り
、「
船
橋

工
業
振
興
会
」
が
結
成
さ
れ
、
こ
こ
に
初
め
て
市
内
に
散
在
す
る
企
業
間
の
情
報

交
換
、
技
術
支
援
等
の
相
互
交
流
が
開
始
さ
れ
た
。

　

昭
和
34
年
船
橋
工
業
振
興
会
を
母
体
と
し
て
船
橋
機
械
金
属
工
業
協
同
組
合
を

法
人
組
織
と
し
て
、
設
立
、
他
業
種
４
業
種
４
協
同
組
合
と
連
合
会
組
織
の
も
と

に
工
場
集
団
化
事
業
に
着
手
し
た
。

　

そ
の
後
、
臨
海
工
業
団
地
あ
る
い
は
山
手
内
陸
地
区
へ
逐
次
市
内
か
ら
の
移
転

が
行
わ
れ
昭
和
36
年
に
は
、
国
指
定
工
業
団
地
第
一
号
と
し
て
行
政
機
関
援
助
の

も
と
事
業
を
開
始
、
昭
和
37
年
共
同
作
業
場
を
建
設
し
、
直
営
機
械
加
工
業
を
開

始
し
た
。

　

工
場
集
団
化
事
業
も
昭
和
43
年
を
も
っ
て
完
了
、
経
済
の
活
性
化
と
相
ま
っ
て

各
企
業
と
も
、
生
産
拡
大
、
経
営
基
盤
の
充
実
に
専
心
し
、
数
次
の
不
況
の
波
を

乗
り
越
え
て
発
展
を
続
け
て
き
た
。

　

昭
和
51
年
頃
か
ら
経
済
活
動
の
低
迷
が
表
面
化
し
、
加
え
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
力

化
、
環
境
調
和
な
ど
新
た
な
問
題
が
発
生
、
変
化
も
目
ま
ぐ
る
し
く
こ
れ
ら
に
対

応
し
つ
つ
企
業
経
営
の
安
定
化
に
努
め
た
。

〔
今
後
の
課
題
〕

　

当
工
業
団
地
も
年
数
の
経
過
と
共
に
組
合
員
の
事
業
構
成
も
多
岐
に
渡
り
、
組

合
員
相
互
取
引
、
共
同
受
注
事
業
の
運
営
も
調
整
等
が
、
年
を
増
す
毎
に
難
し
く

成
っ
て
来
て
い
ま
す
。

　

又
、
組
合
も
設
立
50
年
を
迎
え
、
整

備
し
て
ま
い
り
ま
し
た
イ
ン
フ
ラ
も
老

朽
化
が
進
み
特
に
臨
海
地
区
特
有
の
問

題
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　

国
、
県
、
市
に
対
し
て
整
備
・
補
修

の
要
望
等
諸
問
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す

が
、
組
合
員
が
一
致
協
力
し
難
問
解
決

に
邁
進
し
、
工
業
団
地
の
操
業
環
境
の

維
持
・
発
展
を
組
合
事
務
局
も
努
力
し

て
い
き
ま
す
。

　

全
千
葉
警
備
業
協
同
組
合　
　
　

事
務
局
長　

田
部
井　

仁
実

　

全
千
葉
警
備
業
協
同
組
合
（
以
下
、
全
千
警
組
）
は
、
社
団
法
人
千
葉
県
警
備

業
協
会
（
以
下
、
千
警
協
）
内
に
お
け
る
『
協
会
警
備
特
別
委
員
会
』
と
し
て
、

平
成
元
年
２
月
25
日
に
発
足
し
ま
し
た
。
平
成
４
年
３
月
17
日
、
千
警
協
か
ら
分

離
独
立
し
、
中
小
企
業
協
同
組
合
法
に
よ
る
経
済
事
業
団
体
と
し
て
「
住
み
分
け
」

を
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
以
後
今
日
に
至
る
ま
で
、
お
互
い
に
持
ち
味
を
生
か
し

警
備
業
の
発
展
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
私
共
全
千
警
組
は
、
中
小
企
業
の
近
代
化

と
経
営
合
理
化
を
進
め
る
た
め
、
組
合
と
し
て
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
て

お
り
ま
す
。
大
企
業
に
比
べ
て
、
中
小
企
業
は
そ
の
体
質
、
構
造
上
の
ハ
ン
デ
を
背

負
っ
て
お
り
ま
す
が
、
中
小
企
業
基
本
法
の
支
援
を
生
か
し
、
組
合
の
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、当
組
合
加
盟
企
業
は
、

商
品
で
あ
る
自
社
の
警
備
員
に
対
す
る
教
育
の
充
実
は
、
品
質
の
向
上
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
従
っ
て
、
教
育
に
つ
い
て
は
、
警
備
業
協
会
と
の
連
携
や
全
社
協

力
の
も
と
、
警
備
能
力
の
向
上
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
業
務
用
無
線
等
の
整
備
充
実

を
図
っ
て
い
る
他
、
制
服
の
統
一
を
は
じ
め
誘
導
灯
・
夜
光
ベ
ス
ト
等
の
個
人
装
備

品
を
整
備
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
保
安
棚
を
は
じ
め
と
し
た
警
備
用
資
材
も
組

合
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
活
用
し
て
お
り
ま
す
。

　

当
組
合
員
企
業
は
、
支
社
を
含
め
て
県
下
各
地
に
広
く
拠
点
を
展
開
し
て
お
り

ま
す
。
よ
っ
て
、
警
備
対
象
先
が
県
下
に
散
在
す
る
ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ
て
は
、
組
合

組
織
を
生
か
す
こ
と
に
よ
り
、
統
制
の
と
れ
た
警
備
運
用
が
可
能
に
な
り
、
状
況
に

即
応
す
る
機
動
力
を
生
か
し
て
総
合
力
の
発
揮
が
出
来
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
そ
し

て
、
施
設
・
保
安
・
交
通
誘
導
・
雑
踏
等
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
専
門
警
備
の
企
業

の
集
合
体
と
し
て
、
互
い
に
警
備
技
術
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
交
換
研
究
し
て
協
力
体
制
を

組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

全
千
警
組
と
し
て
、
毎
年
県
内
各
所
に
お
け
る
数
々
の
大
型
イ
ベ
ン
ト
の
警
備
を

承
っ
て
お
り
ま
す
。
本
年
も
、
浦
安
市
・
市
川
市
・
千
葉
市
の
各
市
民
花
火
大
会
、

千
葉
の
親
子
三
代
夏
祭
り
・
八
千
代
市
民
祭
り
、
及
び
関
東
大
学
女
子
駅
伝
競
走

に
お
け
る
各
種
警
備
業
務
（
最
多
稼
働
人
員
約
８
０
０
名
）
を
、
事
故
・
ト
ラ
ブ
ル

等
無
く
実
施
致
し
ま
し
た
。
ま
た
、
去
る
11
月
24
日
（
祝
）
に
は
、
国
際
千
葉
駅

伝
に
お
け
る
会
場
・
沿
道
警
備
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
、
商
業
施
設
の
開

店
・
売
出
し
を
は
じ
め
、
日
曜
、
祭
日
等
の
一
時
的
に

多
数
の
警
備
員
の
稼
働
が
必
要
と
な
る
場
合
で
も
、『
プ

ロ
の
警
備
員
』
の
増
員
が
可
能
で

す
の
で
、警
備
に
関
す
る
御
相
談・

御
質
問
等
は
、
是
非
と
も
私
共
全

千
警
組
に
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

千
葉
県
北
総
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

専
務
理
事　

髙
橋　

輝
夫

〔
組
合
の
概
要
〕

　

所
在
地　

成
田
市
花
崎
町
（
成
田
市
役
所
庁
舎
斜
め
前
）

　

設　
　

立　

昭
和
45
年
10
月

　

理
事
長　

小
原　

隆
三
郎
（
船
橋
レ
ミ
コ
ン
社
代
表
取
締
役
）

　

組
合
員　

生
コ
ン
製
造
業
13
社
15
工
場
（
出
資
金
３
４
５
万
円
）

　
生
コ
ン
供
給
区
域　

�

成
田
市
、
佐
倉
市
、
八
街
市
、
富
里
市
、
匝
瑳
市
、
印
旛
郡
ほ
か

　

事　
　

業　

�

生
コ
ン
共
同
受
注･

販
売
事
業
（
登
録
販
売
店
方
式
に
よ
る
）
を
主
体

と
す
る
。

　

加
入
団
体　

全
国
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合
連
合
会

　
　
　
　
　
　

千
葉
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
ほ
か

　

そ
の
他　

�

官
公
需
適
格
組
合（
第
一
回
証
明
取
得 

平
成
６
年
４
月
、
更
新
継
続
中
）

　

当
協
同
組
合
は
、
成
田
国
際
空
港
を
抱
え
る
成
田
市
、
国
立
歴
史
民
族
博
物
館
が
あ

る
佐
倉
市
を
中
心
と
し
、
周
辺
地
域
に
生
コ
ン
を
供
給
し
て
い
ま
す
。
過
日
、
開
港
30

年
を
迎
え
た
成
田
国
際
空
港
の
施
設
等
建
設
を
始
め
周
辺
都
市
の
社
会
資
本
整
備
の
一

翼
を
担
い
、
組
合
設
立
以
来
38
年
を
経
過
し
ま
し
た
。　

　

我
が
生
コ
ン
業
界
は
、｢

自
ら
需
要
を
作
れ
な
い｣

、
ひ
と
口
に
表
現
す
れ
ば
、
供
給

区
域
内
の｢

新
増
設
建
設
工
事
待
ち｣

の
基
礎
資
材
の
製
造
販
売
で
あ
り
、
中
小
企
業

で
あ
る
各
生
コ
ン
工
場
は
、
販
売
商
品
の
差
別
化
が
難
し
く
、
基
本
的
に
は
互
い
に
競

合
す
る
こ
と
か
ら
、強
い
立
場
に
あ
る
発
注
者
に
対
応
す
べ
く
、集
合
組
織
化・共
同
（
受

注
）
共
同
販
売
事
業
（
独
占
禁
止
法
適
用
除
外
）
が
拡
充
強
化
さ
れ
、
今
日
に
至
っ
て

い
る
。

　

昨
今
の
生
コ
ン
需
要
量
は
、バ
ブ
ル
崩
壊
後
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
、日
本
全
国
で
ピ
ー

ク
時
の
概
ね
６
割
の
一
億
一
千
万
㎥
／
年（
平
成
19
年
度
）、　
当
協
同
組
合
で
は
、
平
成

19
年
度
33
万
㎥
／
年（
最
大
時
は
平
成
２
年
度
84
万
㎥
／
年
）
と
、
同
概
ね
４
割
ま
で

減
少
し
て
お
り
、
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。（
但
し
、
当
組
合
に
限
り
、
こ
の
一･

二
年
の

需
要
は
、
成
田
空
港
整
備
と
併
行
し
て
高
速
鉄
道
工
事
が
進
行
し
て
お
り
、
需
要
減
に

よ
る
周
辺
協
組
の
前
年
割
れ
の
中
、
前
年
を
上
回
る
状
況
に
あ
る
。）　

事
務
局
は
、
常

傭
男
１
、
女
２
の
３
名
で
あ
る
。
組
合
運
営
費
は
、
共
販
事
業
が
仕
入（
組
合
員
）＝
売

上
（
販
売
店
）
に
よ
り
手
数
料
ゼ
ロ
に
つ
き
、各
組

合
員
の
賦
課
金（
出
荷
数
量
比
例
に
よ
る
）に
て
賄
っ

て
い
る
。

　

常
日
頃
事
務
局
一
同
は
、
各
組
合
員
の
経
済
的
地

位
向
上
の
一
助
と
な
る
よ
う
心
が
け
て
い
る
。　
　

船橋機械金属工業団地全景

県内大規模イベント警備風景

｛
参
考
：
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
の
基
礎
知
識
｝

　

生
コ
ン
は
、
原
材
料
（
セ
メ
ン
ト
・
砂
利
・
砂
・
混
和
剤
等
）
に
水
を
加
え
、

工
場
ミ
キ
サ
ー
で
練
っ
た
状
態
の
半
製
品
で
あ
る
。

　

生
コ
ン
協
同
組
合
は
、
生
コ
ン
工
場
の
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
規
定(

品
質
保
証
上
の

混
練
制
限
時
間
＝
90
分
以
内)

に
基
づ
き
供
給
エ
リ
ア
が
限
定
さ
れ
る
こ
と

か
ら
主
要
需
要
地
を
中
心
に
し
て
組
織
化
さ
れ
て
お
り
、
現
在
千
葉
県
内
に

七
協
組
あ
る
。

　

生
コ
ン
の
価
格
は
、
強
度
の
高
低
等
に
応
じ
て
原
材
料
の
配
合
割
合
が
異

な
り
、
そ
の
強
度
差
及
び
セ
メ
ン
ト
の
種
類
等
に
よ
り
価
格
が
設
定
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
種
類
は
３
０
０
以
上
と
な
る
。


